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設問ごとの概要
中問

番号

小問

番号
出題のねらい 観点 正答率 無解答率

正答率グラフ大問

番号 0 20 40 60 80 100

１ ★：同一問題、◎：類似問題

(1)
地図記号や縮尺の知識を基に、距離を読み取る

ことができる。
技 65.0 0.4

(2)
地図記号や方位の知識を基に、絵の様子を読み

取り、地図の内容と合致することができる。
技 64.4 0.7

(3)

自動車工場が集中する理由を、根拠を複数の資

料を基に考察し、その内容を説明することができ

る。

思 33.0 10.4

(1) 森林の役割を理解している 知 66 5 0 4

1

0 20 40 60 80 100

◎

58.0正答数度数分布

(1) 森林の役割を理解している。 知 66.5 0.4

①

利根川で取水制限が行われた時期を、ダムの貯

水量の変化と降水量の平年との比較を基に判断

し、その内容を説明することができる。

思 32.2 3.5

② 家庭での節水の取組と効果を理解している。 知 86.3 2.5

(1) 日本周辺の海洋の名称と位置を理解している。 知 75.1 1.0

2

(2)

(2) 都道府県の名称と位置を理解している。 知 41.9 1.1

ア,イ
人々のくらしとその土地の気候の関係について、

資料をもとに読み取ることができる。
技 83.9 2.2

ウ

その土地の気候と人々のくらしの関係について、

沖縄の気候と伝統的な住宅の関係について資料

をもとに読み取ることができる。

技 49.5 7.5

(1) 兼業農家について理解している。 知 4.1 35.8

3

(3)

(2) 品種改良について理解している。 知 41.1 26.9

(3)
日本の米づくり農家の工夫について、資料を基に

考察し、説明することができる。
思 40.9 21.2

(1)
歴史の代表的なできごとなどから共通のテーマを

見つけることができる。
思 71.6 5.8

(2)
歴史上のできごとを、年代順に整理することがで

思 55 8 1 8

4 ◎

42.1

平均正答数
２４問中１２ ９問 (2)

きる。
思 55.8 1.8

(3) 聖徳太子について理解している。 知 58.5 1.5

(4)
元寇についての写真と説明を合致することができ

る。
技 91.0 2.4

① 国風文化について理解している。 知 55.8 12.7

5

２４問中１２．９問

平均正答率 ② 国風文化について理解している。 知 35.3 24.4

③ 国風文化について理解している。 知 37.1 16.2

① 日本国憲法の原則について理解している。 知 62.9 19.1

② 日本国憲法の原則について理解している。 知 27.6 13.1

(5)

6

(1)

◎

79.8

平均正答率
５３．９%

③ 日本国憲法の原則について理解している。 知 69.4 16.6

(2) 国民の義務について理解している。 知 45.5 3.7

53.9 -

6

◎

73.4

◎

59.7



結果の概要
２

結果の概要

○グラフ等 資料の読み取りや情報の抽出などを問う○グラフ等、資料の読み取りや情報の抽出などを問う

設問において、一定の理解が見られるものの、複数

の資料から抽出した情報を根拠にして、結び付けた

り比較して説明する設問に課題が見られる。り比較して説明する設問に課題が見られる。

○基礎的・基本的な知識・技能を問う設問については、

資料を基にした設問や生活との関連のある設問に比

べ、直接語句を問う、短答式の設問において課題がべ、直接語句を問う、短答式の設問において課題が

見られる。



３
中学校との関連中学校 関連

言語活動の充実に資するものとして、小学校
社会、高等学校地理歴史とともに、地図の活
用を中心とした地理的技能の育成が重視され
ている。

場所は選択できている。
（９２．５％）

方位が理解できてない。

（２） 右の絵は，あかねさんが中学校の屋上
に上がり，まわりの様子をかいたもので
す。左の地図中の点線に囲まれたアから
エの場所のうち，どこをかいたものです

（２８．１%）

校外で地図を使って実際に方

か。アからエまでの中から１つ選んで，
その記号を書きなさい。また，この絵の
場所は，学校から見てどの方位にあたり
ますか。答えなさい。

出題のねらい 正答率

地図記号や方位の知識を基に，絵の

様子を読み取り 地図の内容と合致 64 4%

校外で地図を使って実際に方
位を確認するなど、体験を通じ
て定着を図る工夫が必要。

地図の基本的なルールについ
様子を読み取り、地図の内容と合致 64.4%
することができる。

地図 基本的な
ては、確実に指導をすることが
大切！



4

33 0%
自動車工場が集中する地域について、根拠を複数の資料を基に考察し、

出題のねらい 正答率

自動車工場の立地と高速道路
資料を読み取り それを

33.0%その内容を説明することができる。

との関連が理解できてない
（産業と交通網の関係）

資料を読み取り、それを
根拠に説明できない

指導のポイント

中学校では地理的分野（２）ウにおいて、日本を
いくつかの地域に区分し、それぞれの地域につい
て、７つの考察の方法を基に、地域的特色を捉え
させることをねらいとしている その中で「産業を

身近な地域の観察、調査をまとめ
る際に、「なぜそのような特徴がみ
られるのか」「なぜさかんなのか」とさせることをねらいとしている。その中で「産業を

中核とした考察」「他地域との結び付きを中核とし
た考察」が示されている。

られる 」 な さ な 」
いった理由を考えさせる学習が大
切！



５

出題のねらい 正答率

利根川で取水制限が行われた時期利根川で取水制限が行われた時期
を、ダムの貯水量の変化と降水量の
平年との比較を基に判断し、その内
容を説明することができる

32.2％

容を説明することができる。

資料１から取水制限が出された時期資料１から取水制限が出された時期
を選び、取水制限の出された理由を
説明する問い。

取水制限が出された時期は、資料１から
正しく選べていた回答が多い。
通過率は７０．１%であった。



６

根拠が見付けられない36 6％ 根拠が見付けられない

根拠は見付けられるが
記述ができていない31％

36.6％

記述ができていない

根拠を基に説明ができる32.2％

根拠を明確にして解答する力が身に付いていない
ため正答率は伸び悩んでいる。

指導のポイント
授業５（ファイブ）①

「根拠を明確に示し、指定された条件に合せて理
由を説明する」経験をさせることが大切！

○児童生徒に話形を提示し できたといえる具体を示す○児童生徒に話形を提示し、できたといえる具体を示す。
○まとめ方を学ぶことを「めあて」に指導を行うなど、段階を踏
んだ学びが大切。



農業に関する用語の知識をみる。７

4.1%
兼業農家 正答率

我が国の農業の形態を示す言葉に
ついて 専業農家との違いに注目しついて、専業農家との違いに注目し
、理解させる。

41.1%42.1%

H23 類似問題 H26

26.9%

無解答率

%

①重要な語句については定期的な振り返りの場面をつくる必要がある。

指導のポイント

① 要な語 定期 な振り り 場面を 必要 あ 。

②具体的な事例を取り上げ、人々の生活や気候、自然の特徴を関連させ学習を進め
ることが大切！



歴史に関する知識を見る。
８

（２）

「飛鳥、奈良、平安、鎌

「（エ→）イ（→）ウ（→）オ（→ア）」と解答しているもの 1 ◎ 55.8

「（エ→）イ（→）オ（→）ウ（→ア）」と解答しているもの 2 × 6.2

「（エ→）ウ（→）イ（→）オ（→ア）」と解答しているもの 3 × 21.4

「（エ→）ウ（→）オ（→）イ（→ア）」と解答しているもの 4 × 7.9

「（エ→）オ（→）イ（→）ウ（→ア）」と解答しているもの 5 × 2.3

倉時代」の区分の理解に
課題がある。

（ ）オ（ ）イ（ ）ウ（ ア）」と解答しているもの 5 2.3

「（エ→）オ（→）ウ（→）イ（→ア）」と解答しているもの 6 × 3.3

上記以外の解答 9 × 1.4

無解答 0 × 1.8

（５） 〈イ〉の時代には、（ ① ）を用いた和歌や小説などの文学作品が数多く生まれ
ました。資料２の大和絵は、紫式部が書いた（ ② ）の一場面です。（ ② ）は、当
時の（ ③ ）のくらしがえがかれた世界的に有名な小説です。

② 源氏物語と解答

35 3%

③ 貴族等と解答

37%35.3% 37%

社会科だけでなく 国語でも扱われる教材

指導のポイント

社会科だけでなく、国語でも扱われる教材。
他教科との関連においても定着を図ることも必要である。



９
正答率公民の憲法の原則に関する知識を見る。

類似問題 H17県調査類似問題 県調査

正答率 79.8%
無解答率

Ｈ26

62.9％
19.1％

①平和主義と解答しているもの。（「平和を守ること」等）

②政治と解答しているもの。 正答率 27.6％

正しいものを選ぶ選択式から、語句を直接問う問い方に変
わっている。
定着に課題があり、正答率が低く、無解答率も高い。



10 国民の義務に関する知識を見る。

（２） 日本国憲法には，国民が果たさなければならない義務について定めら
れています。次の１から５までの中から、日本国憲法で定められている義
務をすべて選んで その番号を書きなさい務をすべて選んで，その番号を書きなさい。

１ 裁判を受ける義務
２ 税金を納める義務
３ 環境を保護する義務

「２，４，５」と解答しているもの（完答・順不同） 1◎ 45.5

３ 環境を保護する義務
４ 子どもに教育を受けさせる義務
５ 仕事について働く義務

， ，５」と解答しているもの（完答 順不同） 1◎ 45.5

「２，４」と解答しているもの 2× 11.4

「２，５」と解答しているもの 3× 0.2

「４，５」と解答しているもの 4× 0.4

「２」と解答しているもの 5× 0.3

「 と解答しているもの 6 0 5

「仕事について働く
義務」について理「４」と解答しているもの 6× 0.5

「５」と解答しているもの 7× 0.1

上記以外の解答 9× 37.9

無解答
0× 3.7

義務」について理
解できていない。

① 日本国憲法に示された、３つの基本原則や国民の義務について、具体的な例をあげる。

指導のポイント

① 本国憲法 、 本原則 国民 義務 、具体 な例をあげ 。
身近な３つの義務や権利について理解させる。

② 中学校での学習に向けて、基本的な内容については定着を図ることが大切！



指導のポイント11

①児童生徒が考えを発表する場面で、必ず根拠を問うようにします。根拠を問

いかけることによって説明に必要な事実は何かを児童生徒が意識できるように
なります。

根
拠なります。

★「なぜそう考えたの？」
★「どこからそのことが分かるの？」

拠
を
明
ら
か

よ
う
に

②毎時間ノートに自分の考えを簡潔に書かせる活動を位置付け、習慣化を図り
ます。そのために、思考・表現の手がかりとなるものを示したり、準備しましょう。

考える視点の提示

か
に
し
て
説

に
す
る
た
め・考える視点の提示

・ワークシートの工夫 授業５（ファイブ）➁
説
明
で
き
る

め
に

③児童生徒の発言の内容について称賛するだけでなく、見方や考え方の優
れている点を指摘し全体に広げるようにします。

る

④小中のつながりを意識して～学習の関連を意識する～
・定期的な振り返りの場面をつくる。
・他教科との関連において定着を図る

定
着
を
図

る
た
め
に・他教科との関連において定着を図る。図に


